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GibbsCAM 2022：機能強化の概要

ソリッドとサーフェスの機能を大幅に強化しました。

l サーフェスの延長

l マルチ選択による延長

l テーパー延長の改善

l ソリッドの断面ビュー
l エッジを水平軸に整列

l 図形深さに平面サーフェスを作成

詳細は、「ソリッドとサーフェス」7ページを参照してください。

表示とシミュレーションの改善

l クリアランスの表示改善

l シミュレーション：マルチパーツ表示の切り替え

l MTMシミュレーション：サブスピンドルのストック生成の性能向上

l MTMシミュレーション再生：開始Op

詳細は、「表示とシミュレーション」11ページを参照してください。

キネマティックス、加工、ツーリングの改善

l マシン構成

l 選択可能ストック(立方体 /円筒形)
l Millの輪郭加工：複数形状の下穴加工

l Turningの荒削り加工：直角コーナー

l VoluMill：性能の強化

l VoluMill：開始点制御の改善

詳細は、「キネマティックス、加工、ツーリング」12ページを参照してくだ
さい。

その他：

l 工具径補正番号は、50 + 工具IDにデフォルト設定されません。

l 最新のCADファイルフォーマットなどをサポートするように、サードパーティのライブラリのサポート

を更新しました。

l 効率と性能の向上

l シミュレーション用の新しい選択項目：高速工具

l コマンド行オプション –lo：ライセンスオプションファイルを使用する場合

l 新しいプラグイン、親子リンクの解除：子オペレーションを親オペレーションから独立させます。

l サポート解除されたハードウェア/ソフトウェアプラットホームはありません。

詳細は、「その他」15ページを参照してください。

5-Axis：
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l 新しい加工方法：回転加工

l オペレーション変更：IJK面を極座標に変換

l 面取り加工：複数カット

l 測地線：進行方向

l スワーフ加工：マルチカットの改善

l 傾斜：自動円弧リードの自動傾斜

l 傾斜：傾斜リミット固定角度でサーフェス法線に傾斜

l 工具サポート：非球形工具のユーザー定義によるコンタクトポイント

詳細は、「5-Axisの機能強化」18ページを参照してください。
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ソリッドとサーフェス

GibbsCAM2022では、ソリッドとサーフェスに重要な作業ツールを追加しました。

• 延長機能の強化

• 「ソリッドの断面
ビュー」8ページ

• 「エッジを水平軸に整
列」9ページ

• 「図形深さに平面サー
フェスを作成」10ページ

延長機能の強化

延長シート

サーフェスパレットでは、形状をシート(サーフェス)に延長する新しいアイコンが追加されまし
た。この機能は、Opticamの開始点に合わせて、円筒形を延長します。

マルチ選択による延長

複数の閉じた形状を選択して、すべてを同じ方向に同じ量だけ延長できます。延長した部分に重
なりや交差が発生する場合は、できるだけネスティングを適用します。あいまいなケースでは、デフォル
ト設定で結合を試みます(文書内で説明します)。
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テーパー延長の改善

テーパー付きソリッド延長では、0以外の高さで延長を
開始できます。Z+とZ–方向のいずれの値でも指定で
きます。

ソリッドの断面ビュー

新しいコマンド 断面ビュー表示では、指定した平面の下
に位置するソリッドの部分をのみを表示します。

断面ビューの平面をドラッグ、または断面ビューの原点を右クリックして、セクション深さに値を入力する
と、ダイナミックに変更できます。
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断面の向きと位置は座標系に基づいていますが、それぞれのビューポイントで断面ビューの表示と非
表示を切り替えできます。

エッジを水平軸に整列

右マウスコンテキストメニューに追加されたエッジを水平軸に整列では、ソリッ
ドの直線エッジを選択すれば、2D上でソリッドを回転し、原点を移動するこ
となく、エッジを座標系の水平軸に整列させます。
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図形深さに平面サーフェスを作成

サーフェスパレットの平面シート作成が強化され、選択したトリミング図形の深さに
平面シートを作成できます。図形を選択せずに平面を作成すると、今まで通り、
0の深さに新しい平面を作成します。



表示とシミュレーション

11

表示とシミュレーション

GibbsCAM2022では、表示とシミュレーションの機能を次のように改善しました。

クリアランスの表示改善

既存のクリアランス量を表示

の機能を拡張して、名前
を変更しました。

シミュレーション

マシンシミュレーションでのマルチパーツ表示の切り替え

すべてのシミュレーションモードでマルチパーツ表示と非表示を切り替えできるようになりました。

MTMシミュレーション：性能と信頼性の向上

MTMでは、オペレーションのロード、サブスピンドルストックの生成、オペレーションシミュレーション、マシ
ンシミュレーション、レガシーCPRの開始における、メモリ需用量を大きく削減して、性能を向上させま
した。

MTMシミュレーション再生：開始Op

MTMシミュレーション再生をどのオペレーションでも開始できるようになりました。



キネマティックス、加工、ツーリング

12

キネマティックス、加工、ツーリング

キネマティックス、加工、ツーリングの改善には、次の項目が含まれます。

l マシンサポートの強化

l マシン構成

l 選択可能ストック(立方体 /円筒形)
l 「Millの輪郭加工：複数形状の下穴加工」13

ページ

l 「Turningの荒削り加工：直角コーナー」13ページ

l 「VoluMill 9.1の機能強化」13ページ

l 開始点制御の改善

l 性能の強化

マシンサポートの強化

マシン構成

GibbsCAMのパワーと柔軟性は、構成可能なマシンを定義する機能によって、大幅に強化されまし
た。異なる複数の刃物台を有するスイス型加工機、着脱可能な回転テーブル付きマシニングセンタ
など、機械の設計者が今後作成する可能性があるマシンすべてをカバーします。

MDDのキネマティックツリーにはノードが2つ追加されました。構成グループと構成です。

• 構成グループ( CG)ノードは、ツリーのどこにでも取付けできますが、ネスティングすることはできませ
ん。

• 構成ノードは、TPノードがTGノードにだけ取り付けできるように、CGノードにだけ取り付けできま
す。

• ( CG以外で)ルートに取り付け可能なノードタイプであれば、構成ノードに取付け可能です。

• 構成を別の構成に変更すると、シミュレーションボディの有無と位置が変更されるため、マシンアセ
ンブリファイルは各構成を認識している必要があります。

• 新しい構成を選択すると、工具グループや工具ステーション番号などが変わるため、ポストとVMM
は、有効な構成の名前にアクセスします。

ファイル設定ダイアログでCGノードを有するMDDを参照する
と、ダイアログには環境設定タブが表示されます。このタブで
は、使用前にマシンを再構成できます。
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MDD、VMM、ポストでのマシン構成サポート

注意：マシン構成をサポートするには、MDDを変更する必要があります。マシンによって、VMM
(またはxVMM)やポストプロセッサーの更新も必要な場合もあります。

選択可能ストック

選択可能ストックをサポートする
MDDを参照すると、ファイル設
定ダイアログでは、円筒形から
立方体、またはその逆にストック
を切り替えできます。

Millの輪郭加工：複数形状の下穴加工

GibbsCAM2022では、複数の形状を選択した状態で輪郭加工の下穴加工を実行できます。

Turningの荒削り加工：直角コーナー

Turningの輪郭加工での荒削り加工形式がパターンシフトの場合と
同様に、Turningの荒削り加工での荒削り加工形式が旋盤の場合
も、半径0(直角コーナー)がサポートされるようになりました。

VoluMill 9.1の機能強化

開始点制御の改善

VoluMill 9.1のライブラリを使用して、VoluMillポケットの開始範囲をより細かく制御できるようになりまし
た。

性能の強化

VoluMillの加工時間が、特に取り残し加工が有効なときに、短縮されます。
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ポスト出力

ワーク座標オフセット（WFO）用GUI

GibbsCAM14以降では、WFOの割り当てはポ
ストプロセッサーダイアログに移動されましたが、
GibbsCAM2022ではさらに改善されました。
ワーク座標の割り当てに特殊な処理が必要は

ワークでは、GUIから、 パーツステーションか

マルチワークのインスタンスかを一目で見分けら
れます。また、マーカーによって、WFOが手動で

変更されたか( ―例えば や )、オペレー

ションがWFO原点からシフトされたか( ―例え

ば や )、オペレーションがWFOの定義とは

異なる方向を向いているか( )、またはそれら

の組み合わせ(例えば )が示されます。また、

座標系ごとではなく、オペレーションごとにWFOを
割り当て(マルチワークのインスタンスも含む)で
きます。ポスト出力する前に、WFOリストを確認
し、WFOが座標系と一致しないときの対応を設
定できます。GibbsCAM12以前のポストの場合
は、インターフェースには座標系とWFOのみが一
覧表示されます。UKMポスト( GibbsCAM12以
降用)では、新しいインターフェース(図参照)が
表示されます。

新しいインターフェースのオプションでは、元の座標系に関係なく同じWFOを組み合わせる、インスタン
スごとに1つのWFOを割り当てる、ワークシフトの代わりにローカルシフトを使用するなど、WFOの割り
当て方法を設定できます。

GibbsCAM2022では、動作を指定する機能がパワフルであるため、解釈も厳密になります。
GibbsCAMの以前のバージョンで、原点が異なる座標系を同じWFOに割り当てられていた場合、シ
ステム側で自動的にそれぞれのWFOに再マッピングし、変更内容をお知らせします。

注意：ポストに関する注意事項：GibbsCAM14以前のポストでは、オペレーションタイプによっ
てユーザー指定のWFOを出力するために、変更が必要な場合もあります。
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その他

l 工具径補正番号は、50 + 工具IDにデフォルト設定されません。

l サードパーティのライブラリのサポートを更新

l 効率と性能の機能強化

l シミュレーション用の新しい選択項目：高速工具

l コマンド行オプション –lo：ライセンスオプションファイルを使用する場合

l 新しいプラグイン、親子リンクの解除：子オペレーションを親オペレーションから独立させます。

l サポート解除されたハードウェア/ソフトウェアプラットホームはありません。

サードパーティのライブラリのサポートを更新

GibbsCAM2022では、次のサードパーティライブラリを組み込み(または互換性を確保)しました。

l ModuleWorks 2021.4
l VoluMill 9.1
l OPTICAM
l Harvey Tools、Helical、Garrの工具ライブラリ

CADファイル形式とサポートされているバージョン

l ACIS SAT v6～ v29
l Autodesk Inventor 2022
l CATIA V5–6～ R30
l CimatronE v11～ v13、Cimatron v14～ v15
l KeyCreator v9～ v15
l Mechanical Desktop 2009
l NX
l Parasolid v8～ v33
l PTC Creo Parametric～ v8.0
l RealDWG2022
l Rhinoceros v3～ v6
l Solid Edge～ 2021
l SolidWorks 2011～ 2021
l Spatial 2021 1.0.1.20
l DWG、DXF、IGES 5.3、STEP、VDA-FSなど

効率と性能の機能強化

「MTMシミュレーション：性能と信頼性の向上」11ページ、「VoluMill 9.1の機能強化」13ページを参照
してください。
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選択項目の変更

選択項目ダイアログ
では、以下を設定
できるようになりまし
た。

• ディスプレイ>
画面表示設定 >
シミュレーション：
マシンシミュレー
ションでの高速

工具の色

ライセンス確認のコマンド行オプション

新しいコマンド行オプションの –loでは、GibbsCAMを起動する前に必要なライセンスを確認するライ
センスオプションファイルを使用できます。構文とキーワードは、Installationガイドに説明されています。

新しいプラグイン：親子リンクの解除

ツールパス変換プラグインを選択したオペレーションに使用するなど、状況によって、選択したオペレー
ションにリンクされたオペレーションが複数作成されます。このように作成された新しいオペレーションは、
子オペレーションと呼ばれ、子オペレーションが作成された元のオペレーションは、親オペレーションと呼
ばれます。

子オペレーションには、独自のプロセスがないため(親オペレーションのプロセスまたはプロセスグループか
ら導き出されたプロセスのため)、親オペレーションを削除すると、それにリンクされたオペレーションもす
べて削除されます。また、プロセスを変更後に親オペレーションを再実行すると、同じ変更がすべての
子 /孫オペレーションにも適用されます。

新しいプラグイン 、親子リンクの解除は、子オペレーションを完全に独立した、個別のプロセスを有す

るオペレーションに変換します。リンクを解除した後は、子オペレーションに影響を与えることなく、親オ
ペレーションを削除または変更できます。

システム要件

GibbsCAM2022は、Windows 11、およびGibbsCAM14をサポートする、次のプラットホームで動作し
ます。

最小 推奨

OS： Windows 10、Windows 11、またはWindowsServer 2019

CPU：Intel：Core 2以降
AMD：Desktop Family 17h

Intel：Core i9、i7、またはi5( 4コア以上)
AMD： Ryzen、またはThreadripper

RAM：合計4GB以上のRAM 合計16GBのRAM
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ビデオ：
3Dアクセラレータビデオカード、1GB
以上のビデオメモリ

NVIDIAビデオカード、2GB以上のビデオメモリ

ディスク： ソフトウェアインストールのための、8GB以上のディスク空き容量
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5-Axisの機能強化

GibbsCAMの新しいリリースには、5-Axisのアップグレードと機能強化が含まれます。GibbsCAM2022
では、以下の機能が追加されました。

l 新しい加工方法：回転加工

l オペレーション変更：IJK面を極座標に変換

l 面取り加工：複数カット

l 測地線：伝搬方向

l スワーフ加工：マルチカットの改善

l 傾斜：自動円弧リードの自動傾斜

l 傾斜：傾斜リミット、固定角度でサーフェス法線

に傾斜

l 工具サポート：非球形工具のユーザー定義

による接触点

回転加工

5-Axisの回転加工は、固有のGibbsCAM回転加工( RotaryMill)と似ていますが、短所が1つと長所
が2つあります。

• 回転加工は、線分化されたコードのみを出力します。(回転加工 ( RotaryMill)では、解析コー
ドを出力できます。 )

• 回転加工では、工具は回転軸の中心線上である必要はありません。工具を工具直径の50%ま
でずらすことができます。これは荒削り加工のときに便利です。(回転加工( Rotary Mill)では、工
具は回転軸の中心線上であることが必要です。)
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• 回転加工では、回転軸の中心線をどの位置でも、どの向きにでも設定できます。

オペレーション変更：IJK面を極座標に変換

このオペレーション変更は、Distribution plug-inを引き継ぎました。工具がワークの回転軸と整列す
る、5-Axisのオペレーションで極座標のキネマティックスを使用できます。XZC軸を有する旋盤で、X軸
とZ軸に垂直なバーチャルY軸を作成するために使用されます。

面取り加工：円錐または円筒形の工具コンタクトポイント
を使用して面取り

5-Axisの面取り加工では、新しいオプションの円錐 /円筒の工具接触点を固定を選択すると、面取り工
具とテーパーミル工具の円錐、球形工具とエンドミル工具の円筒を使用できます。球形工具に比べ
ると、面取り加工時に工具の曲線輪郭の跡が残りません。しかし、均一な面取りを作成するため、
干渉回避のための傾斜は許可されません。代わりに、この領域のツールパスがトリミングされます。
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下図のようにエッジ沿いの複数カットと組み合わせると、面取り加工の面取り能力が大幅に強化され
るため、自動化できない、または安全性の低い方法の代わりに、面取り作業の第1選択肢として使
用できます。

スワーフ加工：マルチカットの改善

5-Axisのスワーフ加工は、フロア面と上ガイドカーブの間にカットを均一に分配して、より均等なカット
にできます。

測地線：伝搬方向

5-Axisの測地線では、ガイドカーブのいずれの側にもツールパスを作成できます。
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傾斜：自動円弧リードの自動傾斜

5-Axisの工具軸コントロールタブでは、自動円弧リードイン/リードアウトを使用して、干渉回避の精度
が高い、よりよいツールパスを生成できます。

傾斜：傾斜リミット設定、固定角度でサーフェス法線に傾斜

5-Axisの傾斜タブでは、初期工具方向だけでなく、サーフェスを基準にした自動傾斜制限を選択す
るオプションが追加されました。

5-Axisでのサポート：非球形工具のユーザー定義による
コンタクトポイント

いままでは、コンタクトポイントは、底面が丸い工具(ボールエンドミル、ロリポップ、バレルエンドミルな
ど)だけ、ユーザー定義できました。GibbsCAM2022では、5-Axisで標準のエンドミルやブルノーズエン
ドミルなどを含め、サポートされるすべての工具のコンタクトポイントを選択できます。
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